
 

 

 

 

 

 

    
心温まる“６年生を送る会” 

３月４日に、６年生に感謝を伝える“６年生を送る会”が行われました。例年、５年生が中心
となって実行委員を組織し、テーマを決め、会の運営を行います。今年も５年生が１月下旬から、
その他の学年は２月から準備を始め、当日を迎えました。 
今年の６年生を送る会のテーマは、「感謝・勇気・笑顔 ～未来に向かって 歩んでいこう ６

年生～」です。全校からテーマに入れたい言葉を募集し、５年生の話し合いで決まりました。 
当日の発表は次の通りです。 

どの学年も工夫にあふれた発表でした。「６年生に感謝の気持ちを伝えよう」という共通の目
的のもと、飯野小が一つになった心温まる会でした。６年生を送る会の翌日から、今度は「卒業
式を成功させよう」と全校で取り組んでいます。 
寒い中、参観に来てくださった保護者の皆様、会への御協力、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年 演目 内容 
１年生 どろぼうがっこう 絵本「どろぼうがっこう」をもとに、劇をしました。全校の前

でも堂々とセリフを言えたり、歌ったり、踊ったり・・・。元
気でかわいい姿がたくさん見られました。 
６年生への感謝の呼びかけも素敵でした。 

２年生 ないた赤おに 絵本「ないた赤おに」をもとに、飯野小学校を舞台にした劇を
しました。劇の中の６年生が、困っている赤鬼に「人は変えら
れないけど、自分は変えられる」が、心に残る劇でした。演技
もとっても上手でした。 

３年生 プロジェクト３１ 全校のトップを飾る創作劇でした。ＴＶ番組のオーディション
で「６年生に感謝を伝えることができるグループを選ぶ」とい
う設定。感謝、勇気、笑顔というテーマを大事にした発表でし
た。とっても上手なダンスでした。 

４年生 まほうの大びん 音楽の時間に練習した合奏曲「♪茶色の小びん」をテーマに、
飯野村を舞台にした創作劇でした。６年生への感謝を伝えるダ
ンス、クイズ、歌で会場を盛り上げました。場面ごとの発表に
は工夫があふれていました。 

５年生 開会セレモニー 
幕間クイズ 
閉会セレモニー 

６年生を送る会を妨害しようとする悪者を宇宙人と地球人が協
力してやっつける劇でオープニング。会場が大いに沸きました。
幕間クイズも、会場に答えてもらうなど、上手な進行でした。
閉会セレモニーでは、６年生への感謝の気持ちを伝えるととも
に、音楽の時間に練習した「♪キセキ」を合奏しました。この
会への５年生の思いを感じる発表でした。 

６年生 ラストパフォーマンス 自分たちの得意分野である、理科実験、工作、スポーツ、卒業
制作、パソコンなどのパフォーマンスをグループごとに発表し
ました。６年生らしいまとまりのある発表でした。また、これ
まで登下校を見守ってくださった見守り隊のみなさんへの感謝
状を渡すセレモニーもありました。 
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本当に素敵な送る会でした。子ども・保護者の感想の一部を紹介します。 
 ・とっても緊張して、舞台袖では足ががくがくでできるか心配になった…中略…最高の思い出になりました。（子） 
 ・やる前はめちゃめちゃ緊張して、歯が震えていました。（子） 
 ・５年生の「奇跡は起きるんじゃない、起こすんだ」という言葉に鳥肌が立ちました。（子） 
 ・子供たちが６年生を楽しませようと一生懸命おこなっているのをみてとてもほほえましいきもちになりました。（保） 
 ・本番は恥ずかしくて、いつもより声が小さくなったと言っていました。いい経験でしたね。（保） 
 


